
病院図書室 １２（３）：８１，１９９１・１９９２

第２回 勉強会報告

≪ 内 容 ≫

日時：１９９２年６月１８日（木） １３：００～１７：００

場所：回生看護学院

会費：５００円

内容：利用者サービスについて

講師：山室 真知子（ 京都南病院）

松本 純子（ 住友病院 ）

林 伴子（ 社会保険神戸中央病院）

徳田 雅子（大阪府立母子保健

総合医療センター）

見学：大阪回生病院図書室（案内：加島民子）

参加者：１２名（うち研修部４名 ）

≪ 報 告 ≫

昨年好評であった新任者のための研修会を、今

年も同形式で第２回勉強会として開催した。参加

者のうちわけは、新人会員２名、担当者交替によ

る新任者２名、図書室業務経験１～ ３年程度の担

当者４名、講師４名であった。対話形式の勉強会

には好都合の構成となったといえよう。

今回のテーマ「 利用者サービス 」については、

当協議会で行っている年次統計調査用紙の「 利用

者サービス 」の調査項目に沿って進められた。こ

れには病院図書室に求められている「 利用者サー

ビス 」のほとんどが網羅されているので、各自の

図書室の現状とを対比しながら説明を聞くことが

できた。統計調査時期が間近ということもあって、

統計の取り方と記入方法についても説明した。

この他に、参加者からの質問にも答えた。

「 医療分野とはかけ離れた一般的な問い合わせ

にはどう対処したらよいのか 」という問いには、

最寄りの公共図書館を活用する方法を、具体的な

事例をいくつか挙げて紹介した。

－ ８１

ＣＤ－ＲＯＭ 検索に関する質問Ｒ：は、マニュアル

検索とオンライン検索の概要を説明した上で、そ

れらとの相違点などを指摘した。導入に際しての

参考資料として、会報１８巻４号通巻９９号（１９９１

／１１／２６）の「 ＣＤ－ＲＯＭ特集 」を、また、一次資

料のＣＤ－ＲＯＭ版については、会報１８巻 ５／６号

通巻１００号（１９９２／２／２９）の「『 ＡＤＯＮＩＳ』 説明

会を聞いて 」を紹介した。

新入会員からは、相互貸借業務について質問が

あった。当協議会発行の目録については近々、改

版が予定されていること、相互貸借ハガキは京都

南病院から購入できること、自分のところに目録

がない場合には京都南病院・住友病院に所在調査

を依頼できること、など協議会の事業内容を含め

て説明し、わからないことが出てきたらいつでも

研修部員や幹事病院に限らず加盟病院に気軽に問

い合わせるように勧めた。

会終了後にも、単行書の分類法などの個別の質

問があり新任担当者の熱意がうかがえた。勉強会

への参加については、それぞれが明確な目的を持

って臨んでいるようである。お互いに顔を間近に

見ながら納得のいくまで質問できるから、こうし

たこじんまりした勉強会もなかなかいいものだ。

「 鉄は、熱いうちに打て 」ともいう。おかしいな

と思ったら、そのままにせずにどんどん尋ねてほ

しい。満足のいく答えが得られるまで、その問題

を共に考えていこうという同僚が病図協の加盟病

院にはたくさんいるのだから、自分の勤務してい

る病院内に相談に乗ってもらえる人がいなくても

大丈夫だ。そうして不安や疑問の一つ一つを乗り

越える度に図書室の機能の方も段々と向上してい

くはずだ。

勉強会に先立って約１時間、最近移転したばか

りの大阪回生病院図書室を加島氏のご好意により

見学させて頂いた。図書室担当者の執務領域、利

用者の閲覧領域、そして集密書庫と、シンプルで

機能的な図書室であった。新任担当者にはうって

つけのモデル図書室となったのではないだろうれ

レイアウトや参考図書などとても参考になったの

で、今後の勉強会の企画に図書室を使った演習な

どを盛り込んでいきたいと思った。
づ

（ 文責：徳田 雅子 ）




